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I　 緒 言

生体 の 形質 の 測定値 は 一般 に 正規 分布型 を とるが,

薬毒 物 あ るいは 病原体 に対す る生体の抵抗力等の 生物

反応 の分布は 対数 正規 分布型 に従 うことが多 い。 近 時

Sartwell55)は 感染発病の潜 伏期 の 日次別の度数分布 曲

線 も対数正 規分布を示す ことを諸病 について証明 し内外

の研究 者に よつて承認 されてい る。 また最近 中野56)ら

は流行性耳下腺炎 についてその潜 伏期 のみな らず,患 者

の症 状の持続期間すなわ ち生物反応の経時的分布 も対数

正規分布 をなす ことを発見 した。 ツベル ク リン(以 下 ツ

と略称す る)反 応 は結核菌毒素に よつて惹起 された一種

の病 的症状 と考 え られ るので,そ の反応発現までの潜伏

期 あ るいは反応の持続期間等の経時的分布は流行性耳下

腺炎等 の場合 と同様 に対数正規分布 をなす ものではない

か と想 定 され る。 しか しなが らツ液 による特異反応が出

現 しは じめ るのは非特異反応 の最高期で あ り,ま た消 え

るのは遅発反応 の最盛期 なので,前 者の開始時 と終止時

を確認す るこ とがで きな い。 したがつて ツ反応の潜伏期

の測定 は不能 であ り,ま た 持続期間の 測定 も困難で あ

る。 よつて著者 はツ反応 に関す る経 時的分布の観察対象

に同反応の強 度を選 び,そ の経 時的分布 を観察 し,ツ 反

応の強 度の経時的分布 もまた対数正規分 布型 を示す こと

を証 しえたので この所見 を報告す る。

II　研 究 方 法

1)　 研究対象

本研究の対象には千葉 県下の某結 核後療 養施 設の入所

患者75名 を選んだ。

2)　 注射方法

左右両腕 屈側 中央やや上部に型の ごと くツ反応検査を

行 なつた。両腕 を用い たのは先に柳沢14)が 指摘 し,つ

いで 野辺地10)～13)ら が その重要性 を強調 してい るごと

く,左 腕 のツ反応常用部位の ツ反応 はツ液の反復注射に

よつて促進現象 を呈す るよ うになつ てい るので,こ の事

実が ツ反応強度の経時的分布型に も影響 を与えてい るか

否かを知 ろ うとしたためであ る。

3)　 ツ液 お よび実 験器具

ツ液 は結 研製Lot No.620を 用いその2,000倍 稀

釈 液0.1mlを 注射 した。実験器具の使用に関 しては実

験の正 確 を期す るため前報 と同様 に意 を用いた。

4)　 判定示標

ツ反応の本態は組織学的には主体は膠原繊維の膨化に

ある。 それゆ えに ツ反応の示標 として理 論上は硬結が も

つ と も合理的なのであ る。 しか しなが ら 野辺地 ら2)の

観察 によれ ば硬結 は測定者間の個人差が大で あつて,実

際 には ツ反応 の示標には不適当で ある。 しか るに 最近

岡 ら57)は 発赤 と同様測定者間の個人差が少ない硬結の

新測定法す なわ ち皮厚測定法 を提案 した。 ただ岡 らは本

法 の判定基準 は示 さなかつ たが野辺地 ・中村 ら32)33)は

硬結 の合理 的な判定法で ある皮厚増加度測定法 を案出 し

たのであつた。 よつて著者 は今 回の研究 にお いては第一

に皮厚増加度 を,つ いで発赤径 を,最 後 に二重発赤の外

径 を示標 として観察 を行なつ た。

5)　 観察方法

ツ液注射後12,24,36,48,72,120お よび192時

間 目に反応の大 きさを計測 し計測 時別 の反応の平均値の

経時的変動 を観 察 し,そ れが 対数正 規分布をなす か否か

を推定 し,さ らに対数確率紙 を用いて対数正 規分布型で

あるか否かの検定 を行なつた。

III　研 究 成 績

1.　 注射部位別,計 測時別 ツ反応皮厚増加度平 均値の

経 時的推移

対象 結核患者75名 に対 し 研究方法に 記載 した ごと

く,両 腕 にツ液 を注射 し12～192時 間の間に7回 皮厚

増加度 を計測 し,各 計測時間別に計測値の平 均値 を算出

し,そ の経 時的推移 を観察 した。 その成績は 表1お よ

び 図1に 示す ごと くで あつ た。すなわ ち各計測時間別

の平均 値は左腕 の常用部位で は促進現象の ために右腕の

初 回部位 に比較 して早期 に上昇 し早期 に下降 していた。

しか しなが らその経 時的分布は両腕 と もに大体対数正規
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表1　 注射部位別,計 測時別皮厚増加度

平均値の経時的推移

φ… 累積度数

図1　 注射部位別,計 測時別皮厚増加度

平均値の経時的推移曲線

分布 を思わせ るよ うな分布型 を示 していた。 よつて対数

確率紙 を用いて分布型の検定 を行なつてみたが 図2に

示す ごと くであつた。 すなわ ち右腕 の場合 は12時 間値

お よび192時 間値が,ま た左腕 の場含 は12時 間値が

理 論分布 よりやや上方 にずれていたが,そ の他す なわ ち

図2　 注射部位別,計 測時別皮厚増加度

平均値の経時的推移の検定

24～120時 間の間では計測値 の平均値は いずれ もほとん

ど一直線上 に乗 つていた。

そ して左右両腕 にお け る各計測 時の皮厚増加度の経時

的分布の 中央値 はそれぞれ ほぼ26時 間 目と33時 間 目

で あつ た。すなわ ち左腕の皮厚増加度平 均値の経時的分

布 は右腕 よ り約7時 間早 く中央 値に達 したのが み られ

た。

2.　 注射部位別,計 測 時別 ツ反応発赤径平均 値の経 時

的推移

研究方法 に述べ たよ うな実験 を行なつ た研 究対象の左

右両腕 にお ける計測 時別の発赤径平均値の経時的推移の

観察成績は 表2お よび 図3に 示す ごと くであつた。

表2　 注射部位別,計 測時別発赤径平均値

の経時的推移

φ… 累積度数

図3　 注射部位別,計 測時別発赤径平均値

の経時的推移曲線

すなわ ち両腕 とも24時 間値を頂点 とす る分布を示 して

いたが,左 腕(常 用部位)の それは右腕(初 回部位)の そ

れに比 して早期 に経過す る様相 を呈 していた。 そして発

赤 を示標 として も皮厚増加度の場合 と同様に ツ反応の強

度 の平均 値の経 時的分布 は対数正 規分布を思わせ る分布

型 を示 した。 よつ て皮厚増加度の観 察の さい と同様 の方

法 を もつ て確率紙に よる正 規分布型の検 定を行なつてみ

た ところ 図4に 示す よ うな結 果がみ られた。す なわ ち

左 右 両腕の12時 間値お よび192時 間値 は 上述 の皮厚

増加度の それ と同様に理論直線か らやや上方にずれてい
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図4　 注射部位別,計 測時別発赤径平均値

の経時的推移の検定

たが,24時 間値か ら5日 目値までの各計測 時におけ る

数値は両腕 ともほ とん ど直 線上に乗つていた。 そ して左

右両腕におけ る発赤径平均 値の経時的分布の中央値 はそ

れぞれ27時 間および31時 間であつて,左 腕 では右腕

より4時 間促進 されていた。

3.　 注 射部位 別,計 測 時別 のツ反応二重発赤外径平均

値の経時的推移

二重発赤 外径 を示標 として研究方 法の項 に述 べたよ う

な実験に よる両腕の ツ反応の計測 時別平均 値の経時的推

移 を観 察 した ところ 表3お よび 図5に 示す ような成

績が得 られた。すなわ ち両腕 ともに48時 間値を頂点 と

す る近似 した分布を示 したが,左 腕の分布のほ うが右腕

の それ よりも早期に経過す る傾向を示 していた。 そ して

両腕の分布 ともに対数正 規分布 を思わ しめ る分布型を示

していた。 よつて前2者 の場合 と同様に これを対数確率

紙 を用いて検定 してみた ところ 図6に 示 すご と くであ

つ た。すなわ ち左右両腕の12時 間値お よび右腕の192

時間値 を除 き他の数値 はほとん ど直線上に乗つていて,

表3　 注射部位別,計 測時別赤外径平均値
の経時的推移

φ……累 積度数

図5　 注射部位別,計 測時別発赤外径平均値

の経時的推移曲線

想定 どお り両腕の分布 とも対数正規分布型であ ることが

証 明され た。 そ して左右両腕の分布の中央 値はそれぞれ

32時 間お よび36時 間で あつて左腕のほ うが右腕 より4

時間早期 に中央値に達 していた。

図6　 注射部位別,計 測時別発赤外径平均値

の経時的推移の検定

IV　 考 察

1.　 観察方法

a)　 観察 事象

毒薬物 とそれに よる中毒 あるいは死亡 との関係,ま た

は病原体 とこれに よる発病 あるい は死亡 との関係等の生

物現象 においては諸現象の分布 は対数正規分布型 を呈す

ることが 多 く,感 染病 ではその潜伏期55)お よび症状の

持続 期間56)の 経時的分布 もこの分布型 を示す ことが証

明 されてい る。 ツ反応は結核菌毒素に よ る症状の一つで

あるので,そ の潜 伏期あ るいは反応持続期間の経 時的分

布 も対数正規分布 をなすのでないか と推定 され る。 しか

しなが らツ液に よる特異反応が出現 しは じめ るのは非特

異反応が もつ と も高い時期内であ るので,特 異 反応の出
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は じめの時間 を確認す ることが不可能で ある。 したこがつ

てツ反応の場合 は潜伏期 の経 時的分布 を観察す ることは

ほとん ど不能で あ り,ま た反応持続期間の分布 もこれ を

研究す ることは容易でな い。 よつ て著者 はツ反応の持続

期間 の分布型 の代 りに,観 察対象群の各構成人員の ツ反

応の強度 を経 時的 に計測 し,各 計測 時ごとに その平均値

を算 出 し,そ の経 時的分布の検討 を試 みたこので あつ た。

b)　 観察 示標

ツ反応 は病理組織学 的には膠原繊維 の膨化が主体で あ

るので硬結 が本反応 の強 度の もつ とも合理 的な示標で あ

る。 しか しなが ら野 辺地 ら2)の 報告 のご とく硬結 を直

接測 定す ることは 計測 個人差 が 大 きくて 妥当を 欠 くの

で,本 研究 においては ツ反応 の示標 として硬結 を採用 し

た けれ ども,硬 結の合理 的な 間接 測 定法 として 野 辺地

32)33)ら が提唱 した皮厚増加度測定法 を用いてその計測

を行なつた。ついで ツ反応検査 の常 法に採用 されてい る

発赤径 を示標 とす る観察 を行なつたが,な お参考 までに

二重発赤 外径 を示標 とす る観察を も試 みた。

c)　 観察 時間

ツ反応の測定時間は ツ液注射後12,24,36,48,72,

120お よび192時 間の7回 とした。 この うち12時 間

目は非特異反応の もつ とも著 しい時期であ り,ま た192

時間 目は遅 発反応の峰に当 たるので,ツ 反応の特異 反応

の正 常分布型がみ られないか もしれない。 しか し24時

間 目か ら120時 間 目までの 計測値は主 として 特異反応

による もので あるので,こ の間の推移 か ら特異反応の分

布の動向が知 られ ることが予想 された。

d)　 観察 部位

本研究 におい ては左前腕の常用部位 と初 回部位 と して

右前腕 にお け る対称部位 とにおい てツ反応の分布型 を観

察 したが,こ れは常用部位 にお けるツ反応の促進現象が

その分 布型 を本質 的に修飾す るか否か をみ る目的の たこめ

であ る。 なお本研究 においては確率紙に よ り両腕の ツ反

応の分布が中央 値に達す る時間 を比較 して,常 用部位 に

お けるツ反応 の分布が初 回部位 に比 しどれだけ促進現象

を示 してい るかを観 察 した。

2.　 ツ反応強 度の経時的推移 の分布型

a)　 初 回部位 におけ るツ反応 の場合

ツ反応の反応性が正 常に保たれてい る初 回部位 におい

て は同反応の合理±的な示標であ る硬結 の強 度を皮厚増加

度測定法に よつて測定 し,各 測定時 ごとの平均 値を算 出

し,そ の経時的分布曲線 を描いて観察 したこ結 果,対 数正

規 曲線様の曲線が得 られ た。 よつて対数確率紙 を用いて

その分布型 を測定 してみ たこところ,24時 間値か ら120

時間値 まですな わち主 と して特異反応か ら成 るもの と予

想 した 部 分の観察値 は ほとん ど理論直線上 に 乗つてい

た。す なわ ち上記 曲線 の主要部分 は対数正規分布 をなす

ものであ ることが知 られた。12時 間値 と120時 間値 は

この直 線か らやや上方 にずれていたが,前 者 は非特異反

応の最盛 時であ り,後 者は遅 発反応 の峰 に当たこるので こ

れ らの反応が特異反応に加 わつてい るためこの よ うな事

象 を示 した もの と考え られ る。 もしこの両端 の観察値か

ら非特異反応 と遅 発反応に よる部分を除去す るな らば残

りの特異反応に よる部分は中央部 の対数正規分布の延長

を形成 していた もの と推定 され る。

初 回部位 において発赤径 お よび二重 発赤外径 を示標 と

して行なつた観 測値の場合 も分布曲線 の形状 はそれぞれ

異なつていたが,硬 結 を示標 として行なつた観測 の場合

と相似の成績がみ られた。

b)　 常用部位 にお けるツ反応の場合

本研究の対象集団は某結核後療養施設の収容員であつ

たので,そ の左腕の ツ反応常用部位にはすでに数次にわ

たつ てツ反応が実施 されてい るもの と想定 された。 した

がつ て本集 団の左腕の常用部位の ツ反応は相当の促進 現

象 を示す もの と予想 されたが,予 想 どお りの観 察成績 が

得 られ た。すなわ ち皮厚増加度測定法に よる硬結を示標

と しての観測 時ごとの平均計測値の経時的分布曲線は右

腕の初 回部位の場合 は36時 間 目を峰 としていたが,左 腕

の常用部位の場合 は24時 間 目を頂点 として前者 よりも早

期 に分布 し,曲 線の形状 も前者 とは大分異なつていた。

しか しなが ら対数確率紙 を用い て後者の場合の分布型

を検定 したこ成績 によ ると,12時 間 目すなわ ち非特異反

応 の最盛期 の値が上方 にずれ ているだ けで,他 の6観

測 時の計測平均値 はいず れ も大体理論分布直線上に乗つ

ていて,そ の分布 は右腕の初 回部位の場合 と同様に対数

正 規分布型を とることには変 りがな いことが知 られたの

で あつた。

そ して両部位 におけ る分布 の理論分布直線か ら分布の

中央 値に当た る時間を比較す るに,右 腕 の初 回部位の場

合は33時 間であつたが,左 腕 の常用部位 では26時 間

であつて,後 者の分布は 前者 より7時 間促進 されてい

ることが知 られた。

発赤 お よび二重発赤 外径を示標 とした観察 成績 も上述

の硬結を示標 とした場合 と全 く同様の所見 が得 られた。

そして理 論分布直線か ら分布の中央 値に当た る時間をみ

るに,発 赤径 を示標 としたこ場合は右 腕は31時 間目,左

腕 は27時 間 目で 常用部位は 初 回部位 より分布が4時

間促進 され ていた。また示標 に二重発赤 径を とつた場合

の分布の 中央値がみ られ る時間は右腕では36時 間 目,

左腕で は32時 間 目で,常 用部位にお ける分布は初 回部

位 よ り4時 間促進 していることが知 られた。

V　 結 言

1)　某結核後療養施設の収容員75名 の ツ反応の強度

の経時的分布は強度 の示標 に硬結,発 赤径 あるいは二重

発赤 外径 のいずれを とつて も,ま た右腕 の初 回部位で も

左 腕の常用 部位 で も対 数正 規分布型 を呈 していた。

2)　 対数確率紙 上の理 論分布直線 か ら分布 の中央値 を

示す時間 を比較す るに,左 腕の常用 部位 のツ反応 は右腕

の初 回部位のそれ より発赤 では4時 間,硬 結 では7時

間促進 されていた。

(参考文献は第3報 の終 りに一括掲載す る。)

本文の要 旨は第1回 関東甲信越静公衆衛生学会(昭 和

30年)に 報告 した。


